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令和６年度第４回龍ケ崎市子ども・子育て会議 議事録 

 

記録者 副主幹 鈴木 

供 覧 

部長 次長 課長 課長補佐 主査・係長 グループ員 

      

 

件 名 令和６年度第４回龍ケ崎市子ども・子育て会議（書面審議） 

年 月 日 令和６年１１月１４日（木）～令和６年１１月２８日（木） 

時   間 ─ 

場 所 ─ 

出 席 者 

(意見書提出者) 

米原委員（会長）、五十嵐委員、林委員、山村委員、大野委員、伊藤委員、永山

委員、水野委員、小林委員、飯塚委員（副会長）、上條委員、大芦委員、森上委

員 

欠 席 者 

(意見書未提出者) 
外山委員 

審議の内容 

 

議事 

第３期子ども・子育て支援事業計画の策定について 

・第３期計画の素案について 

   １．第３期龍ケ崎市子ども・子育て支援事業計画（素案）によるパブリッ 

クコメントの実施について 

   ２．第３期龍ケ崎市子ども・子育て支援事業計画（素案）に関するご意見 

について 

 

情報公開 

公  開 

部分公開 

非 公 開 

非公開（一部非公開を含む）

とする理由 

(龍ケ崎市情報公開条例第 号該当) 

 

公開が可能となる時期 

（可能な範囲で記入） 
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内  容 

１．第３期龍ケ崎市子ども・子育て支援事業計画（素案）によるパブリックコメ 

ントの実施について 

 

  賛成 13名 ・ 反対 ０名 ・ 未提出 １名 

 

 

２．第３期龍ケ崎市子ども・子育て支援事業計画（素案）に関するご意見につい 

  て 

 

＜各委員の意見内容＞ 

各委員からの意見は意見書の原文のままで記載。 

 

（五十嵐委員） 

大変よく練られた事業計画であり、確実に実行されることを願います。 

 

（伊藤委員） 

①各地における子どもの居場所（遊び場）の創出の検討について 

 子どもが楽しく遊び、安全・安心の確保のために人的配置を提案します。 

②子育ての経済的負担が大変との声があります。物価高騰も続き、なおさらです。 

子育て支援策として経済的負担軽減への取り組みを提案します。 

現在物価高騰が続き、生活は厳しくなっています。経済的負担軽減について取り

上げてください。 

 

（水野委員） 

現在国会で103万円の壁問題で毎日の様にニュースであげられています。 

もちろん金額があがれば仕事時間が増え保育学童支援問題も考えなければならな

いと思います。今後そのような問題にあった事業計画も入れていただければと思

います。 

 

（飯塚委員） 

・関係団体との意見交換に、私立幼稚園・認定こども園との意見交換がなかった 

ことを、大変残念に思います。今後は、私立幼稚園と認定こども園とも意見交 

換を行っていただき、そこからの声を反映していただきたい。 

・障がいのある子どもへの支援に関しては、私立幼稚園・認定こども園にも相当 

数の受け入れがあることを認識し、包括的支援体制を市として築く必要がある。 

・こども家庭庁の「はじめの１００か月の育ちビジョン」が、市内でも周知され 

るよう、特に小学校の先生に伝わるよう。そのうえで、「はじめの１００か月の 

育ちビジョン」の龍ケ崎バージョンを作りたい。 

 

（上條委員） 

基本施策は子ども子育て支援として考えられた施策だと思います。統括を念頭

に置きながら、今後の取り組みを一歩ずつ実地・推進・拡充していくことを願い

ます。 

アンケートや子育て世代とのヒヤリングなどで、子どもの居場所となる施設の

希望が多いと感じました。未就学児は親子で、小学生以上は自ら行くことができ、

また地域の住民どなたでも気軽に訪れることができる子育て支援拠点の整備(遊

び場、児童館)の開設をぜひお願いしたいです。 

(例)小学校区 コミュニティセンターなど 
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上記については，令和６年１１月１４日から令和６年１１月２８日に開催した、令和６年度第４

回龍ケ崎市子ども・子育て会議の会議録に、相違ないことを確認したので署名する。 

 

 

令和   年   月   日 

会 長      

 


